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引 っ か き 傷 法 に よ る 強 度 推 定 結 果

試験日 2010 年 9 月 25 日 解析日 2010 年 10 月 1 日 報告日 2010 年 10 月 14 日

測定値（㎜） 平均傷幅 推定強度

1 2 3 4 （㎜） （N/㎜
2
）

引っかい太郎(針圧　9.8N)によりコンクリート表面研磨面に引っか

き傷を3箇所付け、各引っかき傷のモルタル部の内、適当な８ｍｍ

を傷幅測定器(測ってみタロー)にて測定(0.02㎜ピッチ)した。

（引っかき傷は上から下へ3箇所（測定位置1～3）付けた。）

強度推定式は　Fc=-18.3D+29.7　を採用した。

（Fc：推定強度、D：平均傷幅）

15N/㎜
2
以上の強度を有するコンクリートについては、本試験摘要外。

試験管理者

様式１－2009.7

A市立某学校コンクリート調査

A市

A市教育委員会事務局施設課

ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表面

鉄筋コンクリート造 ・ 地下－階、地上4階、塔屋1階 ・ 延床面積3,356㎡

A市立某学校

②-1棟　2階柱（HC-2、HC-3）・2階壁（HW-2、HW-3）、②-2棟　2階壁（HW-4）
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HC-1,HW-1は試験面の凹凸が著しく、試験不能であった
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対 象物名称

そ の 他

構造・規模

試験の目的

供試体名称

試 験 体

建設年月日

コア採取日

設計基準強度
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2010 GRS
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１．耐震診断 ２．その他（

㎏/㎝
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Ｎ/㎜
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１．Φ10 ㎝ ２．Φ8 ㎝ ３．その他（

）

㎝　）
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建物名称

図面名称

作成年月日

縮尺

年  月  日記

事

年  月  日



写－1 

記 録 写 真  
 

 

写真No.1   (写真向き ↑) 

引っかき傷法 

壁 

仕上げ材撤去前 

 

写真No.2   (写真向き ↑) 

引っかき傷法 

壁 

仕上げ材撤去後 

 

写真No.3   (写真向き ↑) 

引っかき傷法 

壁 

『引っかい太郎』による引っかき試験状況 

 

 

建物名称：A市某学校 

 

写真No.4   (写真向き ↑) 

引っかき傷法 

壁 

『測ってみタロー』による引っかき傷幅測定状況 

 
 

 

 

 

 

 



写－2 

記 録 写 真  
 

 

写真No.5   (写真向き ↑) 

引っかき傷法 

柱 

仕上げ材撤去前 

 

写真No.6   (写真向き ↑) 

引っかき傷法 

柱 

仕上げ材撤去後 

 

写真No.7   (写真向き ↑)  

引っかき傷法 

柱 

『引っかい太郎』による引っかき試験状況 

 

 

建物名称：A市某学校 

 

写真No.8   (写真向き ↑) 

引っかき傷法 

柱 

『測ってみタロー』による引っかき傷幅測定状況 

 
 

 

 

 

 


